
＜概要＞ 港湾地区・離島といった地域の特徴を生かし、既に独立して策定されている各種標準化案件(通信網･通信QoS･セキュリティ･EV/ITS
･スマートグリッド)を利用し、それらを統合するための通信システムを構築する。

＜成果＞ ・ネットワーク統合制御システムに係るX2G及びメタスタンダード標準化案件初版の確立
・ネットワーク統合制御システムの共通プラットフォームの構築に関する技術規格
・コミュニティリソース管理のICT基盤の構築

＜成果の活用や今後の展開＞
・様々な規格を横断的に利活用するための共通プラットフォーム（メタスタンダード）についてIEEE P2030に提案
・H23年度以降も継続して実験を行い、データ取得や利活用を行う

○実施場所：長崎県五島市

○事業者：慶應義塾大学、日立情報通信エンジニアリング㈱、セイコーインスツル㈱、三菱重工業㈱、KDDI㈱、dSPASE Japan㈱

長崎県五島市における通信プロトコル等検証のための地域実証
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